
鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 構造工学実験
科目基礎情報
科目番号 0076 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 都市環境デザイン工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 〔教科書〕実験指導プリント　〔参考書・補助教材〕　構造実験指導書　土木学会
担当教員 川添 敦也,片平 智仁
到達目標
土木構造物あるいはそれを構成する部材の縮小模型を用いてある荷重条件下での実験を行うことにより，かかる構造物や構成部材の力学的諸性
質を理解する。本実験は，グループにおける各自の役割を遂行する中で，開発型技術者にとって必要な工学的知識(論理)を実験により確認し
，実験項目に関する知識を修得することを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

１．2点載荷される単純梁について
，実験値と計算値を比較し，力学
的特性について説明できる。

2点載荷の単純梁について，荷重と
変形の関係の理論値を正確に計算
でき，降伏および終局状態につい
て適切に(8割以上)説明できる。

2点載荷の単純梁について，荷重と
変形の関係の理論値を計算でき
(6割以上)，降伏および終局状態に
ついて概ね(6割以上)説明できる。

2点載荷の単純梁について，荷重と
変形の関係の理論値を計算できず
，降伏および終局状態について説
明できない。

２．片持ち梁について，実験値と
計算値を比較し，力学的特性につ
いて説明できる。

片持ち梁について，荷重と変形の
関係を正確に解析でき，重ね合わ
せの原理および相反作用の定理に
ついて適切に(8割以上)説明できる
。

片持ち梁について，荷重と変形の
関係を解析でき(6割以上)，重ね合
わせの原理および相反作用の定理
について概ね(6割以上)説明できる
。

片持ち梁について，荷重と変形の
関係を解析できず，重ね合わせの
原理および相反作用の定理につい
て説明できない。

３．座屈について実験値の比較基
準となる理論式を理解し，実験値
の誤差について考察し合理的な説
明ができる。

座屈について実験値の比較基準と
なる理論式を正確に(8割以上)理解
し，実験値の誤差について考察し
，適切に(8割以上)説明できる

座屈について実験値の比較基準と
なる理論式をほぼ正確に(6割以上
)理解し，実験値の誤差について考
察し，概ね(6割以上)説明できる。

座屈について実験値の比較基準と
なる理論式を理解しておらず，実
験値の誤差について考察および説
明ができない。

４．トラスの部材力について実験
値の比較基準となる理論式を理解
し，実験値の誤差について考察し
合理的な説明ができる。

トラスの部材力について実験値の
比較基準となる理論式を正確に
(8割以上)理解し，実験値の誤差に
ついて考察し，適切に(8割以上)説
明できる。

トラスの部材力について実験値の
比較基準となる理論式を正確に
(6割以上)理解し，実験値の誤差に
ついて考察し，概ね(6割以上)説明
できる。

トラスの部材力について実験値の
比較基準となる理論式を理解して
おらず，実験値の誤差について考
察および説明ができない。

５．門型ラーメンの曲げモーメン
トについて，実験値と計算値を比
較し，力学的特性について説明で
きる。

門型ラーメンの任意の点における
曲げモーメントとひずみの理論値
を正確に計算でき，計算値と実験
値の誤差の原因について適切に
(8割以上)説明できる。

門型ラーメンの任意の点における
曲げモーメントとひずみの理論値
を計算でき(6割以上)，計算値と実
験値の誤差の原因について概ね
(6割以上)説明できる。

門型ラーメンの任意の点における
曲げモーメントとひずみの理論値
を計算できず，計算値と実験値の
誤差の原因について説明できない

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 1 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 1-b 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3 本科
（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 4 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 4-a
教育方法等

概要
構造力学，鉄筋コンクリート工学および鋼構造工学などで学習した内容を，模型実験を通して実践的に確認すると共に
その理解を深めることを第一義とする。この科目は企業で構造設計を担当していた教員が，その経験を生かし，構造設
計で必要とされる構造工学について実験形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 教材及び配布プリント等を十分予習して実験に参加する必要がある。また，実験中は生じる現象を注意深く観察すると
共に，実験後はその内容を実験レポートにまとめて期日までに提出すること。

注意点 実験は上下作業着，安全靴等を着用して臨むこと。実験準備等は実験前日までに行うこと。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 実験概要説明 実験の意義および計測方法の概要が説明できる。
2週 単純ばりの曲げ試験 曲げ応力度分布およびたわみ性状等が説明できる。

3週 片持ちばりの曲げ試験 曲げ応力度とたわみ性状が理解できるとともに，重ね
合わせの原理および相反作用の定理が説明できる。

4週 長柱の座屈荷重 支持条件の異なる長柱のオイラー座屈荷重と座屈形が
説明できる。

5週 トラスの部材力の測定 荷重の載荷位置の違いによる各部材の部材力特性が説
明できる。

6週 ラーメンの曲げモーメント 荷重の載荷状態の違いによるラーメンの曲げモーメン
ト分布特性が説明できる。

7週 レポート指導 実験計画，実験結果および考察について適切に表現
できる。

8週 総括 一連の実験に関する総括

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート 学習態度 合計



総合評価割合 100 0 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 100 (-20) 100
分野横断的能力 0 0 0


